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２
月
定
例
会
で
は
、
「
地
域
の
文
化
財
の 

保
存
と
活
用
に
つ
い
て
」
一
般
質
問
致
し
ま 

し
た
。 

 

私
た
ち
の
地
域
に
は
、
「
景
観
十
年
、
風 

景
百
年
、
風
土
千
年
」
と
い
う
言
葉
が
示
す 

よ
う
に
、
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
て
き 

た
貴
重
な
文
化
や
自
然
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ 

ら
は
単
な
る
過
去
の
遺
産
で
は
な
く
、
私
た 

ち
の
歴
史
や
伝
統
、
先
人
の
知
恵
を
未
来
へ 

伝
え
る
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
次
世
代
へ
引 

き
継
ぐ
べ
き
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ 

の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 
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服
部
誠
太
郎
知
事
の
二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
新
年
度
に
入
り
ま
し
た
。
福
岡
県
知
事

選
挙
で
は
、
「福
岡
県
の
未
来
の
扉
を
開
く
」と

し
て
、
人
を
育
て
、
産
業
を
育
て
、
安
全
・安

心
の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
服
部
誠
太
郎
候
補

を
応
援
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
緊

張
感
を
も
って
、
県
執
行
部
と
県
議
会
は
車
の

両
輪
の
ご
と
く
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 
今
、
産
業
分
野
で
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進

出
に
続
き
、
半
導
体
後
工
程
の
世
界
最
大
手

Ａ
Ｓ
Ｅ
が
本
県
へ
の
進
出
を
検
討
し
て
お
り
、

「新
生
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
」の
実
現
に

大
き
く
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
グ
ル
ー
プ
と
日
産
自
動
車
の
最
新
鋭
の

蓄
電
池
工
場
を
本
県
に
建
設
す
る
こ
と
が
決

定
し
、
「グ
リ
ー
ン
先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ
」の
開
発
・

生
産
拠
点
構
想
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。  

 

 

服
部
知
事
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
健

康
、
生
活
を
守
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
「１
０

０
０
億
円
の
人
づ
く
り
」、
「県
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
０

兆
円
へ
の
挑
戦
」、
「安
全
・安
心
で
活
力
あ
る

社
会
づ
く
り
」の
３
つ
の
柱
の
も
と
、
世
界
を
見

て
、
未
来
を
見
据
え
て
、
福
岡
県
の
成
長
・発

展
を
加
速
前
進
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
力
強

く
実
行
し
、
福
岡
県
を
さ
ら
な
る
高
み
へ
飛

躍
さ
せ
、
躍
進
の
道
へ
と
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

 

新
年
度
本
格
予
算
も
６
月
定
例
会
に
提
案

さ
れ
て
き
ま
す
が
、
「福
岡
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」と
笑
顔
で
言
って
も
ら
え
る
よ
う
な
心
豊

か
で
美
し
い
福
岡
県
の
実

現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。  

スマートフォンで

も県議会録画中継 

昭
和
37
年
９
月
20
日
生 
 
 
 
 
 
 

平
成
23
年
４
月
福
岡
県
議
会
議
員
初
当
選 

平
成
27
年
４
月
二
期
目 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
31
年
４
月
三
期
目 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
５ 

年
４
月
四
期
目 

 
 
 
 
 
 
 
 

添
田
町
立
添
田
小
学
校
・
添
田
中
学
校
卒 

 

福
岡
県
立
田
川
高
等
学
校
卒 

 
 
 
 
 

日
本
大
学
商
学
部
会
計
学
科
卒 

 
 
 
 

麻
生
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
入
社
・
株
式
会
社

麻
生
情
報
シ
ス
テ
ム
転
籍 

 
 
 
 
 
 

株
式
会
社
麻
生
情
報
シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役

社
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
岡
県
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副
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岡
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総
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企
画
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域
振
興
委
員
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 ２
月
定
例
県
議
会 

一
般
質
問 

 

一
．
平
成
筑
豊
鉄
道
の
今
後
の
在
り
方
と
県
の
対
応 

 
 
 

に
つ
い
て  

《
神
﨑
聡
議
員
質
問
》 

 
私
た
ち
の
地
域
に
は
、
「
景
観
十
年
、
風
景
百 

年
、
風
土
千
年
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、 

長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化 

や
自
然
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
単
な
る
過
去
の 

遺
産
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
歴
史
や
伝
統
、
先
人 

の
知
恵
を
未
来
へ
伝
え
る
大
切
な
財
産
で
あ
り
、 

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ 

テ
ィ
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
や
社
会
の
発
展 

に
伴
い
、
我
が
国
の
文
化
財
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ 

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
文
化
財
の
老 

朽
化
や
維
持
管
理
の
担
い
手
不
足
に
直
面
し
て
い 

る
地
域
も
あ
り
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
財
政 

的
・
人
的
資
源
の
制
約
が
課
題
と
な
り
、
行
政
の 

積
極
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

加
え
て
、
文
化
財
保
護
法
の
趣
旨
に
反
す
る
事 

案
も
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況 

は
、
文
化
財
の
保
存
や
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地 

域
の
観
光
振
興
や
教
育
活
動
に
も
深
刻
な
影
響
を 

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

本
県
に
お
い
て
も
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に 

関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
一 

方
で
、
法
令
順
守
の
意
識
が
不
十
分
な
事
例
や
文 

化
財
を
支
え
る
体
制
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

 

１
９
５
５
年
（
昭
和
３
０
年
）
に
福
岡
県
の 

名
勝
に
指
定
さ
れ
、
１
９
７
８
年
（
昭
和
５
３ 

年
）
９
月
１
８
日
に
は
国
の
指
定
名
勝
に
指
定
さ 

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
時
荒
廃
が
進
ん
で
い
た 

時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
１
・
２
０
１
２ 

年
度
（
平
成
１
３
・
１
４
年
度
）
に
、
国
・
県
・ 

川
崎
町
の
補
助
を
受
け
て
、
所
有
者
が
保
存
修
理 

工
事
を
行
い
、
文
化
財
と
し
て
適
切
な
活
用
が
で 

き
る
状
態
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

 

藤
江
氏
魚
楽
園
は
、
庭
園
の
復
旧
工
事
の
た
め 

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
１
２
月
か
ら
一
時
休 

園
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
０
２
１
年
（
令
和
３ 

年
）
２
月
に
、
庭
園
管
理
や
除
草
作
業
を
行
う
事 

業
に
対
す
る
補
助
金
が
過
大
に
交
付
さ
れ
て
い
た 

こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
県
内
有
数 

の
紅
葉
の
名
所
は
、
再
開
の
見
通
し
が
立
た
な
い 

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

藤
江
氏
魚
楽
園
は
、
国
指
定
名
勝
と
し
て
、
長 

い
歴
史
と
貴
重
な
文
化
的
価
値
を
有
し
て
お
り
、 

地
域
の
誇
り
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
か
ら
観 

光
客
を
集
め
る
重
要
な
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
し 

か
し
、
閉
園
か
ら
４
年
が
経
過
し
た
現
在
、
管
理 

が
行
き
届
か
ず
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
告 

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

庭
園
の
荒
廃
は
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
著 

し
く
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
修
復
費
用
の
増
加
や 

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
低
下
に
も
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ 

り
ま
す
。 

 

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
国
・
地
方
自
治 

体
・
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
文 

化
財
を
適
切
に
保
存
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ 

て
い
ま
す
が
、
藤
江
氏
魚
楽
園
の
現
状
を
見
る
限 

り
、
こ
の
役
割
分
担
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と 

は
言
え
ま
せ
ん
。
地
元
自
治
体
の
川
崎
町
は
、
地 

域
の
誇
り
で
あ
る
藤
江
氏
魚
楽
園
を
積
極
的
に
活 

用
す
る
た
め
に
、
単
費
で
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど 

の
周
辺
整
備
に
２
億
３
，
５
０
０
万
円
の
予
算
を 

投
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
、 

庭
園
の
荒
廃
が
進
む
中
で
、
早
急
な
対
応
が
取
ら 

れ
な
け
れ
ば
、
修
復
が
困
難
に
な
り
、
最
悪
の
場 

合
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
失
を
招
く
可
能
性 

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

 

そ
こ
で
教
育
長
に
お
尋
ね
致
し
ま
す
。 

①
藤
江
氏
魚
楽
園
の
荒
廃
の
実
態
や
所
有
者
に
よ 

る
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
把
握 

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

②
ま
た
、
藤
江
氏
魚
楽
園
が
適
切
な
状
態
で
維
持 

さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
県
と
川
崎
町
は
、
ど
の 

よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
の
か
お
聞
か
せ
下
さ 

い
。  

  
 

③
今
後
、
国
指
定
の
藤
江
氏
魚
楽
園
を
、
地
域
資 

源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
文
化
財
と 

し
て
し
っ
か
り
と
保
存
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が 

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
県
は
ど
の 

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
お
尋
ね
致 

し
ま
す
。 

 

《
寺
崎
雅
巳
教
育
長
答
弁
》 

①
藤
江
氏
魚
楽
園
の
実
態
や
管
理
状
況
に
つ
い 

て
、
現
在
、
庭
園
内
の
水
路
や
た
め
池
に
は
土
砂 

が
堆
積
し
、
池
の
中
に
は
藻
が
繁
殖
し
て
い
る
状 

況
で
あ
る
。
ま
た
、
樹
木
の
樹
勢
の
衰
え
が
目 

ち
、
門
扉
の
破
損
な
ど
も
見
ら
れ
る
。 

 

所
有
者
は
、
適
宜
草
刈
り
等
を
行
っ
て
い
る 

が
、
文
化
財
の
庭
園
と
し
て
は
、
十
分
な
管
理
と 

は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

②
魚
楽
園
維
持
の
た
め
の
県
と
川
崎
町
の
対
応
に 

つ
い
て
、
県
で
は
、
文
化
財
保
護
指
導
委
員
の
定 

期
的
な
巡
視
や
文
化
財
専
門
職
員
の
派
遣
な
ど
に 

よ
っ
て
、
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
風 

や
豪
雨
の
後
に
は
、
被
災
の 

有
無
を
確
認
し
て 

い
る
。
ま
た
、
町
は
、
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
、 

適
宜
現
地
確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
県
に
報 

告
を
行
っ
て
い
る
。 

 

な
お
、
庭
園
の
管
理
が
不
十
分
な
点
に
つ
い
て 

は
、
県
と
町
が
連
携
し
て
、
所
有
者
と
直
接
面
談 

し
て
改
善
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
文
書
で
も
通 

知
す
る
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
要
請
し
て
き
た
と 

こ
ろ
。 

 

③
魚
楽
園
の
適
切
な
保
存
管
理
に
向
け
た
今
後
の 

取
組
に
つ
い
て
、
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を 

継
続
す
る
と
と
も
に
、
魚
楽
園
が
国
指
定
名
勝
で 

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
年
度
中
に
文
化
庁
の
調 

査
官
を
現
地
に
招
聘
し
て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い 

て
指
導
・
助
言
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
国
・
県
・
町
で
連
携
し
た
取
組
を 

通
し
て
、
文
化
財
と
し
て
の
適
正
な
管
理
が
な
さ 

れ
る
よ
う
、
所
有
者
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
っ 

て
ま
い
る
。 

 

田
川
郡
川
崎
町
に
は
、
国
指
定
名
勝
の
庭
園 

「
藤
江
氏
魚
楽
園
」
が
あ
り
ま
す
。
「
藤
江
氏
魚 

楽
園
」
は
、
川
崎
町
安
眞
木
の
静
か
な
美
し
い
谷 

間
の
集
落
に
あ
り
、
室
町
時
代
の
画
僧
雪
舟
が
築 

庭
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
庭
園
は
、
道
教
の 

神
仙
蓬
莱
思
想
と
仏
教
に
基
づ
く
宇
宙
観
を
あ
ら 

わ
し
、
土
塀
の
内
側
を
仏
の
世
界
（
彼
岸
）
に
見 

立
て
、
配
さ
れ
た
石
一
つ
一
つ
が
仏
を
表
し
て
い 

ま
す
。
庭
園
の
中
央
に
は
「
心
」
の
字
を
模
し
た 

池
が
あ
り
、
二
つ
の
滝
石
組
を
設
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
池
は
鶴
を
表
わ
し
、
中
島
は
亀
を
模
し
た 

蓬
莱
島
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
後
期
、
漢
学
者
・
村
上
佛
山
が
、
こ 

こ
を
訪
れ
た
際
、
当
主
が
庭
園
の
命
名
を
懇
願
さ 

れ
ま
し
た
。
佛
山
は
、
詩
経
・
大
雅
篇
の
一
文 

「
魚
楽
し
け
れ
ば
、
人
ま
た
楽
し
、
人
楽
し
け
れ 

ば
、
魚
ま
た
楽
し
」
を
引
用
し
、
「
魚
楽
園
」
と 

命
名
し
ま
し
た
。  



《
神
﨑
聡
議
員
質
問
》 

 

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
毎
年
年
末
に
海
外
の
日
本
庭 

園
専
門
誌
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー 

ズ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
』
が
発
表
す
る
日
本
庭
園
ラ
ン 

キ
ン
グ
「
し
お
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ご
存
じ
で 

し
ょ
う
か
。 

 

先
月
、
福
岡
県
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興
推
進 

協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
際
、
添
田
町
の
寺
西
町
長
が 

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
し 

お
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
日
本
の
庭
を
規
模
や 

知
名
度
で
は
な
く
、
純
粋
に
そ
の
美
し
さ
と
質
で
評 

価
し
、
各
メ
デ
ィ
ア
や
業
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い 

ま
す
。
旅
館
や
旧
別
荘
を
含
む
約
１
，
０
０
０
の
候 

補
地
の
中
か
ら
、
世
界
各
国
の
専
門
家
が
選
出
し
た 

上
位
５
０
の
日
本
庭
園
が
毎
年
発
表
さ
れ
ま
す
。 

 

２
０
２
４
年
度
の
発
表
で
は
、
１
位
が
足
立
美
術 

館
の
庭
園
で
、
福
岡
県
内
で
は
大
濠
公
園
日
本
庭
園 

が
９
位
、
添
田
町
の
英
彦
山
大
権
現
が
２
１
位
、
４ 

１
位
に
は
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
小
倉
ニ
ュ
ー
タ
ガ
ワ
、
４ 

７
位
に
は
松
風
園
、
４
８
位
に
は
国
指
定
名
勝
・
旧 

藏
内
氏
庭
園
が
入
っ
て
い
ま
す
。
約
１
，
０
０
０
の 

候
補
地
の
中
か
ら
、
福
岡
県
の
庭
園
が
５
か
所
も
５ 

０
位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ 

き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

日
本
政
府
観
光
局
が
１
月
１
５
日
に
発
表
し
た
２ 

０
２
４
年
の
訪
日
外
客
数
は
３
，
６
８
６
万
９
，
９ 

０
０
人
と
な
り
、
過
去
最
多
だ
っ
た
２
０
１
９
年
を 

約
５
０
０
万
人
上
回
り
ま
し
た
。
前
年
比
で
は
４ 

７
．
１
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光 

庁
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
」
に
よ
る 

と
、
昨
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
前
年
比
５ 

３
．
４
％
増
の
８
兆
１
，
３
９
５
億
円
と
な
り
、
過 

去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
全
国
各
地
で
景
勝
地
や
名
所
、
文
化
財
を 

活
用
し
た
地
域
振
興
・
観
光
振
興
が
進
め
ら
れ
て
お 

り
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光
客
を
誘
致
す
る 

こ
と
で
経
済
の
活
性
化
を
図
る
事
例
が
増
え
て
い
ま 

す
。 

①
本
県
に
も
、
魅
力
あ
る
名
勝
庭
園
や
歴
史
的
建
造 

物
な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
存
在
し
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
藤
江
氏
魚
楽
園
の
よ
う
に
十
分
に 

活
用
さ
れ
て
い
な
い
文
化
財
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ 

う
な
地
域
資
源
を
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た 

め
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
、 

服
部
知
事
の
ご
所
見
を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。 

 

文
化
財
は
、
地
域
の
過
去
か
ら
未
来
へ
の
架
け
橋 

で
あ
り
、
私
た
ち
が
守
り
伝
え
る
べ
き
貴
重
な
遺
産 

で
す
。
「
藤
江
氏
魚
楽
園
」
の
開
園
を
、
全
国
の
多 

く
の
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
一 

《
服
部
誠
太
郎
知
事
答
弁
》 

 

急
速
に
進
行
い
た
し
ま
す
少
子
高
齢
化
や
人
口 

減
少
、
東
京
一
極
集
中
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る 

た
め
、
平
成
２
７
年
１
２
月
に
策
定
い
た
し
ま
し 

た
「
福
岡
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
創
生
総
合
戦 

略
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
設 

定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、
人
々
の
意
識
や 

行
動
に
変
容
を
も
た
ら
す
な
ど
、
社
会
経
済
状
況 

が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
か
ら
総
合
戦
略
を
見
直 

す
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
県
の
総
合
計
画
の
見
直
し
時
期
で
も
あ 

り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
、
総
合
戦
略 

の
内
容
を
包
含
し
た
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定 

し
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

基
本
目
標
１
の
「
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
つ
く 

る
」
で
は
、
各
地
域
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
中 

小
企
業
が
持
続
的
に
賃
上
げ
で
き
る
よ
う
価
格
交 

渉
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
「
ア
ト
ツ
ギ
・
サ
ッ 

シ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
は
じ
め
、
地
域
で
頑
張
る 

中
小
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
し
て
お
り
ま 

す
。 

 

ま
た
、
雇
用
の
場
を
拡
大
す
る
た
め
、
国
内
外 

か
ら
の
企
業
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

半
導
体
分
野
で
は
、
台
湾
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
社
が
本
県
へ 

の
進
出
を
計
画
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ム
コ
ー
・
テ
ク 

ノ
ロ
ジ
ー
社
が
国
内
初
の
研
究
開
発
拠
点
を
開 

設
、
三
菱
電
機
が
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー
半
導
体
新
工
場 

を
建
設
い
た
し
ま
す
ほ
か
、
ト
ヨ
タ
バ
ッ
テ
リ
ー 

と
日
産
自
動
車
が
そ
れ
ぞ
れ
次
世
代
の
蓄
電
池
工 

場
を
建
設
し
、
生
産
を
行
う
こ
と
が
決
定
す
る
な 

ど
、
企
業
の
進
出
や
設
備
投
資
が
活
発
化
い
た
し 

て
お
り
ま
す
。 

 
さ
ら
に
、
農
業
分
野
で
は
、
雇
用
の
受
け
皿
と 

な
る
農
業
法
人
等
の
経
営
力
の
強
化
を
促
進
し
、 

雇
用
就
農
者
が
円
滑
に
就
業
で
き
る
よ
う
支
援
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

２
番
目
の
「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を 

か
な
え
る
」
で
は
、
若
い
世
代
の
皆
様
が
、
結 

婚
、
子
育
て
に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る 

よ
う
、
出
会
い
の
機
会
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す 

と
と
も
に
、
昨
年
度
創
設
い
た
し
ま
し
た
「
出 

産
・
子
育
て
安
心
基
金
」
を
活
用
し
、
病
児
保 

育
、
不
妊
治
療
、
産
後
ケ
ア
を
支
援
し
て
お
り
ま 

す
。 

 

ま
た
、
働
き
た
い
と
お
考
え
の
女
性
を
応
援
す
る
た 

め
、
新
た
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
「
マ
マ
と
女
性
の 

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
子
育
て
中
、
あ
る
い 

は
非
正
規
雇
用
、
ま
た
求
職
中
の
女
性
の
皆
様
に
向 

け
て
、
個
別
相
談
か
ら
就
職
あ
っ
せ
ん
ま
で
の
一
貫 

し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

３
番
目
は
「
地
方
創
生
を
担
う
人
材
を
育
て
、
地
域 

で
活
か
す
と
と
も
に
、
福
岡
県
へ
の
人
の
流
れ
を
つ 

く
る
」
で
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
の
次
代
を
担
う
人
材 

を
育
て
る
た
め
、
市
町
村
や
地
域
団
体
、
企
業
な
ど 

と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
向
け
て
チ
ャ
レ 

ン
ジ
し
、
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
力
を
養
い
ま
す 

「
未
来
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

を
始
動
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
県
内
ど
こ
で
も
充
実
し
た
教 

育
環
境
の
下
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
立
学 

校
へ
の
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
備
を
実
現
し
、 

そ
の
取
組
を
私
立
学
校
ま
で
広
げ
ま
し
た
。 

 

本
県
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
ま
す
た
め
、
東
京 

及
び
福
岡
に
「
ふ
く
お
か
よ
か
と
こ
移
住
相
談
セ
ン 

タ
ー
」
を
設
置
し
、
き
め
細
か
な
相
談
対
応
を
行
い 

ま
す
と
と
も
に
、
本
県
独
自
の
取
組
と
い
た
し
ま
し 

て
、
移
住
支
援
金
の
支
給
対
象
を
人
材
不
足
分
野
の 

医
療
福
祉
、
農
林
漁
業
分
野
ま
で
拡
充
す
る
な
ど
、 

市
町
村
と
も
連
携
し
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
取
り 

組
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

４
番
目
の
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
、 

活
躍
で
き
る
、
安
全
・
安
心
で
活
力
あ
る
地
域
社
会 

を
つ
く
る
」
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
多
様
な
活
躍 

の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
「
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン 

ジ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
高
齢
者
の
就
業
、
社
会 

参
加
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。 

 

あ
わ
せ
て
、
福
岡
高
速
３
号
線
の
延
伸
、
八
木
山
バ 

イ
パ
ス
及
び
東
九
州
自
動
車
道
の
四
車
線
化
、
有
明 

海
沿
岸
道
路
の
県
内
区
間
全
線
開
通
な
ど
基
幹
的
道 

路
の
整
備
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
西 

鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
よ
る
高
架 

切
替
、
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
」
の
開
業
な
ど 

が
実
現
を
い
た
し
ま
し
て
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
い 

た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な 

取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
県
の
合
計
特 

殊
出
生
率
は
、
平
成
２
７
年
の
１
．
５
２
を
ピ
ー
ク 

に
低
下
を
続
け
、
令
和
５
年
は
１
．
２
６
と
な
っ
て 

お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
本
県
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に 

置
か
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
の
実
現
は
、
道
半
ば
で 

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続 

き
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

《
服
部
誠
太
郎
知
事
答
弁
》 

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い 

て
、
県
内
に
は
、
川
崎
町
の
藤
江
氏
魚
楽
園
、
飯
塚 

市
の
旧
伊
藤
傳
右
エ
門
氏
庭
園
、
築
上
町
の
旧
藏
内 

氏
庭
園
な
ど
、
７
つ
の
国
指
定
名
勝
の
庭
園
の
ほ 

か
、
大
濠
公
園
の
日
本
庭
園
や
小
倉
城
庭
園
な
ど
多 

く
の
地
域
資
源
が
あ
る
。 

 

市
町
村
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
庭
園
の
持
つ 

魅
力
を
活
か
し
て
、
ひ
な
人
形
の
展
示
や
雅
楽
の
演 

奏
会
、
夜
間
の
特
別
開
園
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
に 

取
り
組
み
、
観
光
客
の
皆
様
の
集
客
に
努
め
て
お
ら 

れ
る
。 

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
県
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
ク 

ロ
ス
ロ
ー
ド
ふ
く
お
か
」
や
海
外
向
け
観
光
情
報
サ 

イ
ト
「
ビ
ジ
ッ
ト
福
岡
」
、
あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を 

使
っ
て
、
こ
れ
ら
の
庭
園
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し
て 

お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
、
県
内
へ
の
来
訪 

者
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

筑
豊
地
域
に
は
、
国
内
外
か
ら
の
さ
ら
な
る
誘
客 

が
期
待
で
き
る
様
々
な
地
域
資
源
が
あ
る
。 

 
県
と
し
て
は
、
日
田
彦
山
線
沿
線
の
地
域
振
興
事 

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
海
外
の
映
画
や
ド
ラ
マ
の 

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
、
英
彦
山
巡
礼
路
の
開
発
な 

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
川
渡
り
神
幸
祭
な
ど
地 

域
伝
統
行
事
の
維
持
・
保
存
を
支
援
し
、
地
元
市
町 

村
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
取 

り
組
ん
で
ま
い
る
。 

 ２
月
定
例
県
議
会
代
表
質
問(

抜
粋
） 

 

一
．
本
県
の
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取
組
と
そ 

 
 
 

の
総
括
に
つ
い
て  



子育て支援並びに子どもの権利の保護及び健全育成その他少子化・人口減少社 会に関する諸施策の推

進を図るため  

1 子育て支援並びに子どもの権利の保護及び健全育成に関する諸調査 

2 働き方改革及びジェンダー平等の推進に関する諸調査 

3 人材（人財）育成及び教育施策の充実に関する諸調査 

4 その他少子化・人口減少社会に関する諸調査  

子育て支援・人財育成調査特別委員会 

子育て支援・人財育成調査特別委員会 
 子育て支援・人財育成調査特別委員会の副委員長として、本委員会が取り組んできた

調査活動の概要を報告します。 

  

 本委員会では、「福岡県こども計画」の策定の進捗状況や、その他あらゆる子育て支

援並びに子どもの権利の保護および健全育成に関わる取組のほか、働き方改革やジェン

ダー平等の推進、人財育成に関する取組について精力的に調査してまいりました。 

 まず、「福岡県こども計画」策定の基礎資料となる令和５年度の「子育て等に関する

県民意識・ニーズ調査」と「青少年の意識・ニーズに関する調査」の結果についてであ

ります。執行部からは、結婚や子育てについての県民の意識やこどもの置かれた状況に

ついて、回答内容の分析や前回調査との比較結果に関する報告を受けました。 

 委員からは、コロナ禍や物価高騰等で、社会環境が大きく変わっている中での調査結

果であるが、今後の施策に生かせるのかを質され、執行部から、調査は統計的な観点か

ら５年ごとに継続して実施しており、その時期の社会情勢を踏まえ、トレンドを捉える

ような設問や回答を選択肢に入れながら調査を実施し、その結果をこども計画に反映さ

せていくこととしているとの答弁がありました。 

 また、委員から、子育ての悩みや不安があるとの回答割合が前回から増加している要

因とその解消のため、今後どういった施策を充実させていくかについて質され、執行部

から、子どものしつけや教育費用に関する不安が強く出ており、その他にも仕事と家庭

の両立など、子育ての悩みや不安は各分野にまたがっている。このため、具体の施策に

ついては、関係課と協力して取り組んでまいりたいとの答弁がなされました。 

 そのほか、委員から「出会い・結婚応援事業のAIイベント」について、マッチング率

が高いことから、参加者増に積極的に取り組むよう要望が出されました。 

 

 次に、「福岡県こども計画」についてであります。 

 本計画は、国が令和５年１２月に策定したこども大綱を踏まえ、「子ども・子育て応

援総合プラン」、「青少年プラン」、「子どもの貧困対策推進計画」の３つの計画を福

岡県こども計画に一本化するものであります。 

 昨年８月の委員会では、本計画を形づくる４つの柱として、「全てのこどもが持つ権

利の保障」、「成長段階に応じたこどもへの支援、未来を切り拓く人財の育成」、「き

め細かな対応が必要なこどもへの支援」、「結婚・子育ての希望をかなえ、こどもを安

心して産み育てることができるための支援」を基本的な方向とし、柱に沿って具体的な

施策を検討していくとの説明がありました。 

 委員からは、等しくどこに住んでも子どもたちの権利を守っていくため、県としてど

のように市町村と連携して取り組んでいくのか質され、執行部からは、市町村に対して

こども計画策定の進捗状況や、「子育て等に関する県民意識調査」の結果に係るデー

タ、及び庁内で検討した施策について情報提供し、計画が実行性のあるものになるよう

取り組んでいくとの答弁がありました。 

 また、本年１月の委員会において、福岡県こども計画の策定について、福岡県こども

審議会で審議を重ねて、４つの柱に基づく具体的な施策や数値目標等の計画案を作成

し、令和７年度から１１年度までの５年間を計画期間とし、「全てのこどもが夢や希望

を持ち、たくさんの笑顔で暮らせる福岡県」を目指す姿として、年度内の策定、公表に

向けて取り組んでいくとの説明がありました。 

 委員からは、こども計画では、子どもが権利の主体であることを社会全体で理解する

ことが重要であるが、教職員及び児童生徒に対して、どのようにして理解促進していく

かを質され、執行部からは、教職員については、令和４年に改訂された生徒指導提要に

基づき意見表明の尊重等を周知徹底し、児童生徒については、校則見直しへの児童生徒

の参画など、学級活動等の中で子どもの意見をしっかりと受け止めていくことが重要と

の答弁がありました。 

 また、委員から計画にはいろいろな柱があり、細分化して書かれているが、一番大切

なのは子どもの権利を守ることであり、それをどう守っていくのか、明確に分かりやす

く打ち出すことが必要ではないかという意見が出されました。 

 次に、「児童相談所における第三者評価」についてであります。 

 令和４年４月に施行された「福岡県子どもへの虐待を防止し権利を擁護する条例」に

基づき、昨年度、久留米児童相談所及び宗像児童相談所で実施した第三者評価の結果を

踏まえ、児童相談所の困難事例については県の社会福祉審議会児童福祉専門分科会に諮

問する仕組みを導入したこと及び福岡県こども意見表明支援センターを設置したこと、

また、一時保護所については観察会議の導入に向けて検討すること及びこどもの意向に

沿って生活上のルールや日課を見直したことについて報告がありました。 

また、今後も第三者評価で指摘された課題への取り組みを進めて、児童相談所業務の質

の向上に努めるとの説明がありました。 

 

 次に、「福岡県いじめレスキューセンターの令和５年度事業の実施状況」についてで

あります。 

 小中高生と保護者を対象に、電話、メール、対面で相談を受け付ける「福岡県いじめ

レスキューセンター」が令和５年１１月に設置されました。執行部からは、センターの

介入により、いじめの事実確認や重大事態認定につながった事例もあったことから、今

後も関係機関と連携し、いじめの早期発見・解消及び長期化・重大化の防止に取り組ん

でいくとの報告がありました。 

 委員からは、相談したい方に対してどのように事業の周知をしているのか質され、執

行部からは、児童生徒に配布されている一人一台端末の活用や、チラシの送付、また、

県だよりやPTA連合会の新聞、ラジオ等で周知を行っており、庁内で連携・協力し、今

後も機会を捉えて周知に取り組んでいきたいとの答弁がありました。 

 

 次に、「未来をつくる高校生チャレンジの実施状況」についてであります。 

 県内の高校生を対象に、地域活性化、社会問題の解決、ワンヘルスの推進の３つを

テーマとしたチャレンジプランを募集し、選考委員会により採択された７件のチャレン

ジプランについて執行部から説明がありました。 

また、これまでの成果や、参加者の感想、今後の主な活動として成果報告会の開催につ

いて説明がありました。 

 委員からは、成果報告会について、参加した高校生の進路につながるような地元の企

業や大学等にも参加してもらったほうがよいと考えるが、県として報告会の案内先につ

いてどのように考えているかを質され、執行部からは、高校生や、学校の先生だけでな

く、企業や大学の方にも案内することで、幅広くいろいろな方に参加していただいて、

事業の広報や高校生の応援を今後も継続できるように取り組んでいきたいとの答弁があ

りました。 

 また、委員から、この高校生チャレンジの取組だけで終わらず、チャレンジ後も、県

としてほかの企業とマッチングするなど、チャレンジ後のフォローにも取り組んでいた

だきたいとの要望がありました。 

 

 次に、「特別支援学校における特別支援教育推進体制の整備」についてであります。 

 執行部から、特別支援学校におけるセンター的機能及び県立学校医療的ケア体制整備

事業の概要や、更なる充実のための取組についての説明がありました。 

また、障がいのある子どもたちが安心・安全な環境の下、専門的な指導が受けられるよ

う事業の一層の推進を図ってまいるとの説明がありました。 

 

 以上、本委員会の調査活動の概要ですが、子どもや子育てに係る諸問題は、その要

因、背景、影響が複雑多岐にわたるため、長期的、総合的な展望に立った施策の実施が

重要であります。県執行部に対して、本委員会での委員各位の意見、要望などを十分に

踏まえ、関係各部各課や関係機関との連携を強化し、より効果のある横断的、総合的な

施策を実施し、県民が安心して結婚、出産、子育てができるような社会づくりに尽力さ

れることを強く求めるものであります。 

 

特別委員会は、非常に広範囲かつ複雑なので、議案等を能率よく専門的に審査するために設置されています。 



子育て支援並びに子どもの権利の保護及び健全育成その他少子化・人口減少社 会に関する諸施策の推

進を図るため  

1 子育て支援並びに子どもの権利の保護及び健全育成に関する諸調査 

2 働き方改革及びジェンダー平等の推進に関する諸調査 

3 人材（人財）育成及び教育施策の充実に関する諸調査 

4 その他少子化・人口減少社会に関する諸調査  

子育て支援・人財育成調査特別委員会 

子育て支援・人財育成調査特別委員会（管外視察） 

 令和7年2月26日～28日の日程で、子育て支援・人財育成調査特別委員会管

外視察が行われました。当初、昨年10月末に予定されていましたが衆院選の

ため変更となり、今回2月定例会閉会後ということになりました。 

 

（１）公益財団法人「さっぽろ青少年女性活動協会」 

1日目は公益財団法人「さっぽろ青少年女性活動協会」の調査活動でした。

ここは元々、青少年育成・リーダー養成を目的とした任意団体でしたが、今

では子どもから高齢者支援まで幅広く活躍し、約240施設の主体的活動を支

援しています。子ども・若者の居場所「いとこんち」、若者支援施設

Youth＋、全国初の公立人形劇場等、先進的な取り組まれています。 

人口規模が福岡県とほぼ同規模の北海道庁との連携や政令市からの委託事

業、さらには近隣市町からへの事業展開の展望を調査するための視察であり

調査研究でありました。 

様々な角度から質問もありましたが、本県が抱えている政令市との課題も委

員の皆さんとも共有できたと思います。執行部も福祉労働部長をはじめ同行

していますので、今後の県の政策・取り組むに反映されていくように執行部

と共につめてまいります。 

 

（２）「北海道胆振総合振興局」 

2日目は、室蘭市にある「北海道胆振総合振興局」での「地域政策推進事

業」「子育施策」について調査活動を行ないました。 

北海道は、道内に179の市町村があるため、市町村と連携協力し、地域の課

題に即応した行政運営や地域の特性、さらには道民の意向に配慮した政策を

推進しています。そのため道内を14地域にブロックに分け、中核的役割を担

うため振興局を置いています。 

今回訪問した胆振振興局管内の人材育成、子育て施策について、説明を受け

ました。胆振（いぶり）地域は北海道の中南部に位置し、４市７町が東西に

広がって構成されています。特に、安平町は、日本初の「子どもにやさしい

まちづくり事業（CFCI）」実践自治体であり、学校再編や学校づくりに子ど

もの意見を取り入れています。3年連続で人口増になっているます。また北

海道との関係等、大変参考となる意見交換が出来ました。 

福岡県も15県域に分け、地域の特性を活かした振興策を推進していますが、

北海道の総合振興局とはかなりの違いがあります。  

 

（３）「札幌市立資生館小学校」 

札幌市立資生館小学校は、札幌市の都心部に位置し、ドーナツ化現象による

都心部の児童数減少に伴い、学校統合による適正規模化のため、平成16年に

4小学校を統合して開校されています。特徴があったのは、子どもが安全で

健やかに過ごす場として、ミニ児童会館が設置され、また保育園及び子育て

支援総合センターも設置されている点です。さらには夜間中学校も併用して

いました。 

施設のコンセプトは「相互交流」「開放」「環境」「安全」で、1階には広

い空間があり、学校の玄関部分に保育園、ミニ児童館、子育て支援総合セン

ターが設置され、0歳から児童期までの一貫した子育て支援と、世代交流が

生まれる場としています。委員からは、地域との連携やスクールバス運営、

複合施設としてのメリットや課題等、様々な質疑が行われました。 

今後少子化に伴い、複合施設としての取り組みや、施設の構造や運営手法、

0歳から児童期まで保小連携の一貫した教育・支援体制の在り方等は大変参

考になりました。  

 

（４）「北海道庁」 

北海道庁の保健福祉部子ども政策局では、子ども政策局の森局長から、北海

道の子ども施策について説明を受けました。 

ちょうど北海道は2月定例会中であり、昨日（2月27日）で代表質問が終わり

来週から一般質問に入るとの事でした。大変ご多忙中にもかかわらず福岡県

子育て支援・人財育成調査特別委員会の調査活動に対応いただき厚く御礼申

し上げます。 

説明では特に令和7年度重点施策における位置づけや、北海道こども基本条

例案の概要、また北海道こども計画案について、さらには道内市町村の子育

て支援施策実施状況について、大変参考となりました。 

こどもが将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現に資する

よう、こども施策の推進に関し、基本理念を定め、道の責務等を明らかにす

るとともに、道の施策の基本となる事項を定めることにより、社会全体でこ

ども施策を総合的かつ計画的に推進することとするための条例の制定は、

「こどもまんなか社会」の実現に大きく寄与します。 

質疑応答では私から昨日の胆振総合振興局との意見交換を踏また質問をしま

した。 

特別委員会は、非常に広範囲かつ複雑なので、議案等を能率よく専門的に審査するために設置されています。 



県民生活商工委員会は、多様な主体の協働の推進、県民の文化及びスポーツの振興、男女

共同参画社会の推進、安全・安心まちづくり及び消費者政策の推進、中小企業振興、先端

成長産業の育成、観光振興、企業立地の推進、電気・工業用水道及び工業用地造成事業などについて審査及び調査を行っています。  

県民生活・商工常任委員会 

県民生活常任委員会 

（令和６年１２月１３日 開会中） 

（１）議案審査（1件） 

 ①第198号議案 福岡県立ももち文化センターの指定管理者指定について 

  原案のとおり可決。  

（２）所管事務調査（2件） 

 ①「中小企業の動向及び令和5年度中小企業振興施策の実施状況（案）」 

   について（福岡県中小企業振興基本計画年次報告） 

 ②「福岡県水素グリーン成長戦略」に基づく取組について 

（令和６年１２月１９日 開会中） 

（１）議案審査（1件） 

 ①第204号議案 令和6年度福岡県一般会計補正予算（第5号）〔所管分〕 

  原案のとおり可決。 

（令和７年１月７日 閉会中） 

（１）将来のテクノロジー分野を支える人材育成の取組について 

（令和７年２月４日 開会中） 

（１） 議案審査（1件） 

 ①第20号議案 令和6年度福岡県一般会計補正予算（第6号）〔所管分〕 

 原案のとおり可決。 

（令和７年２月１７日 開会中） 

（１） 陳情（1件） 

  ①「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯罪」等を減らす取り組みについての陳情 

（２）議案審査（12件） 

  ①第22号議案 令和6年度福岡県一般会計補正予算（第7号）〔所管分〕 

  ②第60号議案 令和6年度福岡県一般会計補正予算（第8号）〔所管分〕 

  ③第66号議案 令和6年度福岡県小規模企業者等設備導入資金貸付事業特 

        別会計補正予算（第1号） 

  ④第71号議案 令和6年度福岡県工業用地造成事業会計補正予算（第1号） 

  ⑤第 1 号議案 令和7年度福岡県一般会計暫定予算〔所管分〕 

  ⑥第11号議案 令和7年度福岡県小規模企業者等設備導入資金貸付事業特別会計暫定 

        予算 

  ⑦第17号議案 令和7年度福岡県電気事業会計暫定予算 

  ⑧第18号議案 令和7年度福岡県工業用水道事業会計暫定予算 

  ⑨第19号議案 令和7年度福岡県工業用地造成事業会計暫定予算 

  ⑩第23号議案 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する 

        条例の制定について〔所管分〕 

  ⑪第24号議案 福岡県職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につ 

        いて〔所管分〕 

  ⑫第27号議案 福岡県女性自立支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の 

        一部を改正する条例の制定について 

 いずれも原案のとおり可決。 

（３）所管事務調査（2件） 

  ①性暴力根絶に向けた対応指針（案）について 

  ②第4次福岡県中小企業振興基本計画（案）について 

県の仕事は非常に広範囲かつ複雑なので、議案等を能率よく専門的に審査するために、委員会を設置しています。委員会は、閉会後も必

要に応じて審査や調査を行い、県政に反映させるため活動しています。常任委員会は、その所管に属する県の事務に関する調査及び議

案、請願等を審査するため設置されています。  

県民生活商工常任委員会管外視察（沖縄県） 

 
（１）国立劇場おきなわ 

 浦添市にある「国立劇場おきなわ」は、独立行政法人日本芸術文化振興会の施設と

なっていますが、国立劇場の管理・運営は、振興会から委託を受けた「公益財団法人国

立劇場おきなわ運営財団」が行っています。 

 国の重要無形文化財「 組舞 」など沖縄伝統芸能の公開、伝承者養成、調査研究等を

行い、保存・振興、伝統文化を通じたアジア・太平洋地域との交流拠点を目指していま

す。 

 施設概要や 事業概要などを事務局長よりの説明後に質疑応答で、県との関係性や学校

教育との連携、またその予算や課題などについていくつか質問をしました。 

 沖縄の「組踊」は、国の重要無形文化財に指定されていますが、沖縄伝統芸能の正統

な継承、伝承者養成、組織的な記録保存をしっかり担っていました。 

 

（２）沖縄科学技術大学院大学(OIST)  

 沖縄科学技術大学院大学（OIST）は、政府主導により設立され、世界最高レベルの研

究拠点を目的に、国内外から優れた研究者を集めて質の高い研究を行なっています。 

 OISTの概要説明後に質疑応答では、地元沖縄との連携について、地域経済や産業振興

の観点から質問しました。また優秀な学生・教員の確保についても、優れた人材を国内

外から引きつけるため、魅力的な研究環境を整えている施設見学もさせてもらいまし

た。 

 運営において政府支援に依存しない収益モデルをどのように構築していくか、資金調

達の安定化が重要な課題なんだと感じます。自立した財政基盤を確立するためには、外

部からの資金調達や産学連携を拡充し、財源の多様化を図る必要があると考えます。 

  

（３）第一牧志公設市場  

 第一牧志公設市場では、那覇市担当者から施設概要・事業目的などの説明や、市場の

組合長より市場の案内と沖縄の食文化を継承などについて説明を受けました。 

 まさに、沖縄県の食の魅力の発信拠点や「食」を中心とした生活文化を体感する街歩

き拠点としての 機能を有した市場でありました。小倉では、旦過市場や鳥町食道街など

大規模な火災が相次ぎ発生しましたが、市場関係者も第一牧志公設市場の視察に来られ

たとの事で、新しい市場の形成に様々な観点から参考になるものと思います。 

 

（４）一般財団法人ワンネス財団  

 南城市にある「一般財団法人ワンネス財団」を訪問してきた。ワンネス財団とは、

ウェルビーイング（個人の心身と社会が共によい状態であることを意味する言葉）に着

目した独自のカリキュラムとコンセプトで、精神疾患や様々な障害、各種依存症、触法

者の心身の回復とその後の成長を支援する専門機関（治療・回復共同体）であります。 

 生き甲斐を持って、「人生を生き直すことのできる回復と成長」をサポートし、様々

な課題を抱えている方々に対して、これまで1,300名を超える人たちが、この”ワンネス

財団”を通じて「生き直し」を実現してきたとの事でありました。 

 施設利用者の皆さんが取り組んでいる「バニラ農園」の栽培の現場視察もしました

が、耕作放棄地を活用して、農福連携を実践されていました。 

 収穫目標が2億円という大きな夢を実現するため、一生懸命に頑張っていたのが印象に

強く残ります。自分の居場所はここなんだと感極まってお話する姿を見て、目頭が熱く

なりました。 

 民間での取り組みですが、やはり財政的な課題は大きいようです。正直、こういう取

り組みこそ公的機関が本来やらなければならないんじゃないかと感じたところです。  



福岡県日田彦山線沿線地域振興記念モニュメント完成式典 

 平成29年九州北部豪雨で被災したJR日田彦山線の

うち、 添田町と日田市の40kmの区間の「BRTひこぼ

しライン」ですが、本日(1月18日)、「福岡県日田

彦山線沿線地域振興記念モニュメント完成式典」

が、宝珠山駅で開催されました。 開業して1年半で

10万人の乗車客に利用され、今後さらに沿線地域振

興のためのBRTの利便性向上や安全確保のための道

路改良、記念イベントや沿線地域の周遊ツアーなど

を実施するほか、新たに芸術家による創作活動を通

じた地域住民との交流イベントなどの取り組みをし

ています。 

 服部誠太郎福岡県知事、真田秀樹東峰村村長、佐

藤樹一郎大分県知事、香原勝治福岡県議会議長、九

州の自立を考える会藏内勇夫会長から、被災から

BRTでの開業までの苦労や地元の皆さんの理解など

を振り返り挨拶が行われました。また、モニュメン

トをデザインされました、JR九州の「ななつ星」や

「或る列車」などの鉄道デザインで著名な水戸岡鋭

治先生からもご挨拶がありました。 被災後、JR九

州、地元自治体、地元住民の皆さん、利用客、福岡

県に県議会の話し合いが行き詰まり、それを紐解く

ように行動を起こされたのは藏内勇夫先生であり、

それを目の当たりにした時、僕はマックス・ウェー

バー「職業としての政治」を思い出しました。 

 

”政治とは、情熱と判断力の二つを駆使しながら、

堅い板に力を込めてじわっじわっと穴をくり貫いて

いく作業である。” byマックス・ウェーバー「職

業としての政治」 

 JR日田彦山線沿線地域の振興を目的に、AIR 

(Artist In Residence) 事業が、昨年度に引き続き

添田町でプロの演奏家によるコンサートが開催され

ました。 

 福岡県では、JR日田彦山線沿線地域の東峰村・添

田町に滞帯在し、作曲活動を行いながら地域活性化

や関係人口・交流人口の拡大に貢献する 「AIR 

(Artist In Residence) 事業」に参加いただく音楽

家を今年度は4名選考しています。 

 4名の音楽家は現在、東峰村・添田町に滞在し、

来年3月30日に添田町で行う演奏会で披露する曲の

作曲活動を行っています。 

 この演奏会に向けた機運醸成のため、ミニコン

サートが数回開催され、そして3月30日には、九州

交響楽団の演奏で、4名が沿線地域の風土、歴史、

文化に触れ、そして地域住民の皆さまとの触れ合い

のなかで感じ取ったものを生演奏で披露されまし

た。 

 600座席は満杯で、心の豊かさ、人生の豊かさを

実感できる、とても楽しい和やかなコンサートで、

皆さん感動していました。  

AIR (Artist In Residence) 事業  

 令和7年1月21日「福岡県日田彦山線沿線地域振興推進協議会」

が博多サンヒルズホテルで開催されました。 

 日田彦山線沿線の地域振興については、令和3年2月に策庭した

「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」に基づき、それぞれ取り

組みを進めているところです。今回の協議は、 

①令和6年度の日田彦山線地域振興事業の実施状況について 

②令和7年度における基金活用事業について 

福岡県日田彦山線沿線地域振興推進協議会



https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi http://www.kouzakisatoshi.com/ 

福岡県議会での主な所属 

緑友会福岡県議団 幹事長                                                           

県総務企画地域振興常任委員会 委員長        

福岡県住宅供給公社評議員会 評議委員        

公益財団法人福岡県国際交流センター 理事      

福岡県地域交通体系整備促進協議会 委員       

スポーツ立県調査特別委員会 委員                                        

福岡県文化議員連盟 副会長                    

福岡県タイ友好議員連盟 副会長                                

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議連 副会長            

福岡県日韓友好議員連盟 

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県日台友好議員連盟 

福岡県防衛議員連盟                 

福岡県果樹振興議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟               

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟                   

福岡県スポーツ議員連盟                       

九州・沖縄未来創造会議 

九州の自立を考える会 

日本会議福岡支部 幹事                       

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問             

田川広域観光協会 理事                       

下関北九州道路整備促進福岡県議会議連        

ＪＲ日田彦山線復旧ＰＴ協議会 委員 

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業      

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業           

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社              

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍（分社化）    

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役        

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役     

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） 初当選          

平成２７年 福岡県議選（田川郡区） ２期目当選     

平成３１年 福岡県議選（田川郡区） ３期目当選 

平 成 筑 豊 鉄 道 に 係 る 法 定 協 議 会 の 設 置 及 び 開 催 に つ い て 

 平成筑豊鉄道の今後のあり方を検討し、沿線の地域公共交通計画を作成するた

め、法定協議会を設置開催されています。 

 

１．経緯 

（１）令和6年7月5日、平成筑豊鉄道は、現在の経営状況を踏まえ、地域の関係

者とともに今後のあり方について検討していくため、沿線市町村に対して、地域

交通法※に基づき法定協議会の設置を要請  
※地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

（２）10月31日、沿線市町村は、平成筑豊鉄道が９つの市町村の区域にまたがる

広域的な旅客運送サービスを提供していることを踏まえ、地域交通法に基づき、

県に対して、地域公共交通計画の作成とそのための法定協議会の設置要請 

（３）12月定例県議会において、法定協議会関連の補正予算を可決 

 

２．法定協議会の概要 

（１）名称 「平成筑豊鉄道沿線地域公共交通協議会」 

（２）委員 県並びに関係自治体、関係政府機関、民間交通機関、学識者 

     （座長は県交通政策課長） 

（３）運営方法 会議は非公開、会議終了後に議事概要を公表 

 

３．法定協議会における今後の流れ 

（１）令和7年度中に大きな方向性（鉄道維持、BRT転換、路線バス転換など） 

（２）令和8年度の早い時期に地域公共交通計画を作成 

（３）計画再生後、国の補助制度等を活用し、速やかに計画を実行 

 

４．法定協議会の開催スケジュール（案） 

第1回（1月31日） ・今後の協議の進め方 

         ・平成筑豊鉄道におけるこれまでの検討状況の報告 

         ・協議会で実施する調査事項の検討① 

第2回（3月27日） ・沿線市町村の財政状況の報告 

         ・鉄道い事案、ＢＲＴ転換案、路線バス転換案の検討 

         ・協議会で実施する調査事項の検討② 

 

令和7年度開催予定時期 

4～5月 ・協議会で実施する調査事項の決定 

夏   ・全国の事例報告等 

秋   ・調査結果の報告 

秋～冬 ・大きな方向性決定に向けた意見集約・協議 

春   ・大きな方向性決定 

乗車人員の推移 

線区別乗車人員 営業損益 

沿線自治体による財政支援 

「筑豊地区中小企業団体連合会新春講演会・新年

賀詞交歓会」 

 

 1月28日に、飯塚市のパドドゥ・ル・コトブキ

で開催されました。講演会の講師には、平成筑豊

鉄道株式会社の河合賢一社長で、「筑豊の未来を

考える〜鉄道事業を通じての地域の活性化につい

て〜」をテーマとしての講演でした。 

 昨年10月31日に平成筑豊鉄道の沿線市町村は、

地域交通法に基づき、県に対して地域交通計画の

作成とそのための法定協議会の設置を要請しまし

た。そして、12月定例県議会において、法定協議

会関連の補正予算を可決しています。 

 1月31日に第1回目の法定協議会が開催され、そ

の前の河合社長の講演でいろいろと意見交換でき

て大変参考になりました。 


